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歳 入

村税
9億4,022万1千円

(25.7％)

村民税（個人）
31.5％

2億9,607万4千円

5億443万8千円

3,731万5千円

軽自動車税　　　
2,237万4千円

入湯税　　
   25万6千円

7,976万4千円

固定資産税
53.6％

2.4％

村民税（法人）
8.5％

たばこ税
4％

地方交付税
13億6,000万円
(37.2％)

地方譲与税　1億240万円(2.8％)

諸収入　5,483万6千円(1.5％)
村債　1億5,000万円(4.1％) その他　1億4,566万円(4.0％)

地方消費税交付金
　4,500万円(1.2％)

自動車取得税交付金
　2,200万円(0.6％）

国庫支出金
　2億5,647万9千円(7％)
国庫支出金
　2億5,647万9千円(7％)

県支出金
　2億5,490万3千円(7％)
県支出金
　2億5,490万3千円(7％)

繰入金
　2億9,450万1千円(8.1％)
繰入金
　2億9,450万1千円(8.1％)

繰越金
　3,000万円(0.8％)
繰越金
　3,000万円(0.8％)

村税の内訳

歳
入
の
概
要

歳　 入

用 語

解 説
の

36億5,600万円

安心
安全

自主財源 　村が独自に確保でき
るお金。村税や施設使用料など。
依存財源 　国や県の判断により
割り当てられるお金。地方交付
税のほか、村債も依存財源にあ
たる。
村税　皆さんからの税金で賄わ
れるお金。昭和村では、村民税、
固定資産税、たばこ税、軽自動
車税等が村税になる。
地方交付税 　地方公共団体が行
う業務を、すべての市町村が同

じように行えるために、ある一
定の基準で国が市町村に支給す
るお金。
地方譲与税 　国税として徴収し
たものを、市町村に対して譲与
するお金。
地方消費税交付金 　５％の消
費税のうちの１％分が地方消費
税交付金。人口及び従業者数で
あん分して交付される。
自動車取得税交付金 　自動車
取得税の一部を財源として、村

道の長さや面積に応じて、県が
村へ交付するお金。
県支出金　県から市町村へ、特定
の事業に対して支給されるお金。
国庫支出金　国から市町村へ、
特定の事業に対して支給される
お金。
繰入金　他会計や基金などから
繰り入れたお金。
村債　事業を行うために村が借
りるお金。

　平成24年度の当初予算が、３月議会で可決されました。
一般会計は36億5,600万円で、前年度当初予算に比べ、2.7%の増額。特別会計は22億2,500万円です。

環境にやさしい村づくりを目指して

　

歳
入
で
も
っ
と
も
大
き
な
比
率

を
占
め
る
の
は
、
地
方
交
付
税

で
13
億
６
千
万
円（
対
前
年
度
比

1.5
％
増
）。
歳
入
全
体
の
37
・
２
％

を
占
め
て
い
ま
す
。

　

村
税
は
、
９
億
４
，
０
２
２
万

１
千
円
で
対
前
年
度
0.8
％
の
増
。

　

地
方
交
付
税
は
、
13
億
６
千
万

円
で
1.5
％
の
増
。　

  

繰
入
金
は
、
２
億
９
，
４
５
０

万
１
千
円
で
対
前
年
度
45
・
３
％

の
増
。
こ
れ
は
、
財
政
調
整
基
金

繰
入
金
が
９
，
１
８
４
万
円
増
額

と
な
っ
た
た
た
め
で
す
。

　

自
主
財
源
は
14
億
５
，
９
０
９

万
８
千
円
、依
存
財
源
は
21
億
９
，

６
９
０
万
２
千
円
で
あ
り
ま
す
。

　

村
税
等
の
自
主
財
源
が
増
え
て

き
て
い
ま
す
が
、
地
方
交
付
税
等

の
依
存
財
源
が
歳
入
の
60
％
を
占

め
、
依
然
と
し
て
、
依
存
財
源
の

比
率
が
高
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。
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歳 出

衛生費　1億8,625万3千円(5.1％)

総務費
6億8,600万4千円

(18.8％)

民生費
9億6,999万7千円

(26.5％)農林水産業費
7億617万4千円
(19.3％)

土木費
2億6,237万3千円
(7.2％)

消防費
1億7,811万1千円
(4.9％)

消防費
1億7,811万1千円
(4.9％)

教育費
3億386万4千円(8.3％)
教育費
3億386万4千円(8.3％)

公債費
2億7,422万2千円(7.5％)
公債費
2億7,422万2千円(7.5％)

議会費　7,021万2千円(1.9％)議会費　7,021万2千円(1.9％)
その他　1,879万円(0.5％)その他　1,879万円(0.5％)

村債務残高（見込）
（単位：百万円）

平成23年
度末

平成24年
度末

一 般 会 計 2,430 2,346

簡 易 水 道
事 業 会 計

440 419

農業集落排
水事業会計

2,750 2,621

債務負担行為 661 441

合 計 6,281 5,827

※利子は含みません（債務負担行為は除く）

歳　 出

用 語

解 説
の

　

総
務
費
は
、
６
億
８
，
６
０
０

万
４
千
円（
対
前
年
度
比
8.3
％
増
）

で
、
増
額
の
主
な
要
因
は
、
昭
和

の
森
山
荘
・
ゴ
ル
フ
場
の
修
繕
工

事
費
に
よ
り
ま
す
。

　

民
生
費
は
、
国
民
健
康
保
険
会

計
、
介
護
保
険
会
計
へ
の
繰
出
金

の
増
な
ど
に
よ
り
、
対
前
年
度
比

1.2
％
増
の
９
億
６
，
９
９
９
万
７

千
円
。

　

衛
生
費
は
、
沼
田
市
外
二
箇
村

清
掃
施
設
組
合
事
業
費
の
減
に
よ

り
、
対
前
年
度
比
18
・
６
％
の
減
。

　

農
林
水
産
業
費
は
、
前
年
度
と

ほ
ぼ
同
額
の
７
億
６
１
７
万
４
千

円
で
あ
り
ま
す
。

　

土
木
費
は
、
橋
り
ょ
う
維
持
費

の
増
に
よ
り
、
２
億
６
，
２
３
７

万
３
千
円
、
対
前
年
度
比
85
・

３
％
の
大
幅
な
増
と
な
り
ま
し

た
。

　

消
防
費
は
、
防
災
計
画
の
見
直

し
に
よ
る
委
託
料
の
増
な
ど
に
よ

り
対
前
年
度
比
5.6
％
減
の
１
億
７
，

８
１
１
万
１
千
円
。

　

公
債
費
は
、
平
成
13
年
度
の
一

般
公
共
事
業
債
の
償
還
終
了
等
に

よ
り
、
対
前
年
度
比
5.2
％
減
の
２

億
７
，
４
２
２
万
２
千
円
で
あ
り

ま
す
。

平成24年度
当初予算

歳
出
の
概
要

36億5,600万円

議会費　村議会の運営の経費や
議員報酬など。
総務費　おもに人件費や事務費、
広報しょうわの発行、選挙などの
お金。
民生費　社会福祉や児童福祉（保
育園の管理・運営など）、老人福祉
の経費。
衛生費　病気予防の各種健診や母
子保健事業の経費。毎日家庭から
出るごみ処理のための経費など。
農林水産業費　農林業の振興や
土地改良事業の経費。

土木費　村道・橋梁の整備や砂
防工事、除雪などの費用。
消防費　消防・防災施設整備の
経費（消防団の運営、消防詰所の
整備など）。
教育費　学校教育（小中学校の管
理費）や社会教育（講演会や各種体
育大会などの開催）、給食センター
の経費など。
公債費　過去に事業をするため
に借り入れた村債の元金・利子の
返済金。
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一般
会計

こんな事業を行います

一般会計36億5,600万円の使いみち

　子育て支援として、保育料を
完納した村内保護者に保育料の
20％を支給します。
事業費

１,２５０万円

保育料第３子以降無料化事業
※ 子育て支援事業として、第３
子目以降の保育料の無料化を
行います。

子育て支援事業
　住宅リフォームを実施した者
に経費の一部（助成限度額10万
円）を補助します。

事業費

５００万円

住宅リフォーム助成事業（新規事業）

　太陽光エネルギーを利用した
住宅用太陽光発電を設置する者
に対し、設置費の10％（上限10
万円）を補助します。

事業費

５００万円

住宅用太陽光発電システム設置補助金

　関屋工業団地に進出した企業
に対して、奨励金を交付します。

事業費　　

９,４４３万２千円

企業誘致事業 道路維持補修・橋りょう維持事業道の駅あぐりーむ昭和・旬菜館管理運営事業
　村道の維持補修のための舗装
工事や橋りょうの補修点検を行
います。

事業費　　

１億９,０６０万７千円

　道の駅あぐりーむ昭和・旬菜
館管理運営にかかる経費です。
各種イベントを行い更なる集客
に努めます。

事業費　　

６,８１３万６千円
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村民一人当たりに使われるお金

平成24年度当初予算

農業集落排水事業
　貝野瀬生越、糸井三ツ
谷、昭和南、永井入原地区
の下水処理施設の管理と、
戸別浄化槽の設置及び管
理を行う会計です。

予算
 ３億２,６００万円

特別会計についてお知らせします 特別
会計

国 民 健 康 保 険
　農業、自営業、退職し
た人などの医療給付費と、
後期高齢者支援金と、農業、
自営業など40～64歳の
人の介護給付費を負担す
る会計です。
予算
 １０億５，０４０万１千円

後 期 高 齢 者 医 療
　75歳以上（65歳から74歳
までの方で法令で定める程度
の障害の状態にあると広域連
合に申請し認定された）の方
の、医療を負担する会計です。

予算
 ８，０３４万１千円

介 護 保 険
　介護を必要とする人の
介護サービスや、介護予
防サービスを提供する会
計です。

予算
 ６億６，２３１万１千円

年間： 481,750円

人口： 7,589人

 （H24.4.1現在）

土木費

 34,573円

消防費

 23,470円

総務費

 90,395円

教育費

 40,040円

民生費

 127,816円

公債費

 36,134円

衛生費

 24,542円

その他

 11,728円

農林水産業費

 93,052円

簡 易 水 道 事 業
　安全な上水を確保、供給す
る会計です。
　老朽管の更新や、水源浄水
施設と配水施設の維持管理
を行い安定供給をします。

予算
 １億５９７万８千円
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消
防
団

交
通
指
導
員

              

平
成
24
年
度
ス
タ
ー
ト

新
役
員
さ
ん

を

 
紹
介
し
ま
す

　

い
よ
い
よ
平
成
24
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
新
し
い
区
長

さ
ん
や
消
防
団
・
交
通
指
導
員
の
皆
さ
ん
、
役
場
職
員
・
教
職
員
の
人
事
異
動
な
ど
を

紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

区

長

□
永　

井　
　

諸　

田　

豊　

二

□
入　

原　
　

青　

木　

昭　

夫

□
川　

額　
　

藤　

井　

一　

征

□
鎌　

沢　
　

沢　

浦　
　
　

進

□
上　

組　
　

真　

下　

明　

雄

□
中　

組　
　

眞　

下　

民　

衛

□
下　

宿　
　

保　

坂　

充　

芳

□
入　

沢　
　

阿　

部　

久　

夫

□
三
ツ
谷　
　

林　
　
　

喜
三
男

□
北　

部　
　

新　

木　

専　

司

□
南　

部　
　

新　

木　

敬　

司

□
吹　

張　
　

高　

橋　

隆　

雄

□　

宿　
　
　

川　

端　
　
　

潔

□
中　

宿　
　

石　

井　

則　

之

□
中
内
出　
　

加　

藤　

孝　

司

□
常　

木　
　

塚　

本　

幸　

一

□
滝　

寺　
　

川　

田　

二
三
夫

□
南
内
出　
　

角　

田　

真　

樹

□
上
内
出　
　

本　

多　

友　

次

□
田　

岸　
　

横　

坂　

先　

夫

□
大　

堀　
　

横　

坂　
　
　

明

□
滝
久
保　
　

石　

井　

幸　

夫

□
池　

原　
　

小　

菅　

和　

夫

□
生　

越　
　

林　
　
　

辰　

久

□
中
野
下　
　

吉　

澤　
　
　

博

□
中
野
上　
　

菅　

原　

健　

三

□
長
者
久
保　
　

佐　

藤　

清　

司

□
大
河
原　
　

横　

坂　

麻　

司

□
追　

分　
　

横　

坂　

安　

志

□
赤　

谷　
　

吉　

野　

茂　

春

□　
　
　
　
　

諸　

田　
　
　

清

□　
　
　
　
　

眞　

下　

信　

秀

□　
　
　
　
　

園　

田　

順　

一

□　
　
　
　
　

高　

橋　
　
　

直

団　　長

竹之内　信一さん

団　
　
　

長　

竹
之
内　

信　

一

副　

団　

長　

保　

坂　

秀　

登

　
　

〃　
　
　

諸　

田　

光　

二

ラ
ッ
パ
長　

永　

井　

大　

介

第
１
分
団
長　

保　

坂　

貴　

仁

第
２
分
団
長　

新　

木　

和　

也

第
３
分
団
長　

高　

橋　

真　

一

第
４
分
団
長　

諸　

田　

康　

成

第
５
分
団
長　

佐　

野　

圭　

介

第
６
分
団
長　

高　

橋　

宏　

幸

第
７
分
団
長　

石　

井　

芳　

人

第
８
分
団
長　

奈　

良　
　
　

浩

第
９
分
団
長　

治　

田　

貴　

典

第
10
分
団
長　

遠　

峯　

健　

一

隊　
　
　

長　

横　

坂　

雅　

信

副　

隊　

長　

諸　

田　
　
　

顕

班　
　
　

長　

加　

藤　

拓　

也

　
　

〃　
　
　

阿　

部　

伸　

明

隊　
　
　

員　

佐　

藤　

伸　

雄

　
　

〃　
　
　

加　

藤　

浩　

幸

　
　

〃　
　
　

加　

藤　
　
　

仁

　
　

〃　
　
　

阿　

部　

正　

行

　
　

〃　
　
　

高　

橋　

良　

明

　
　

〃　
　
　

鈴　

木　

勝　

行

　
　

〃　
　
　

川　

田　

寿
美
江

　
　

〃　
　
　

青　

木　

み
ず
き

隊　　長

横坂　雅信さん

赤

城

原

第

一

赤

城

原

第

二

松
之
木
平

第

二

松
之
木
平

第

一

区
長
会
正
副
会
長

決
ま
る

　

区
長
会
議
が
４
月
４
日
に

行
わ
れ
、
区
長
会
長
に
中
組

区
長
の
眞
下
民
衛
さ
ん
が
、
副

会
長
に
大
堀
区
長
の
横
坂
明

さ
ん
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

副会長

横坂　明さん
会　長

眞下   民衛さん
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総　

務　

課

▼
係
長　

真
下
伸
夫（
昇
任
）、▼

主
査　

金
子
徹（
課
付
群
馬
県
派

遣
）、
▼
主
査（
群
馬
県
農
業
共
済

組
合
派
遣
）　

澤
田
雅
之（
教
育
委

員
会
）、
▼
主
任（
課
付
群
馬
県
派

遣
）　

関
上
亮
介（
税
務
課
）

企　

画　

課

▼
主
事
補　

真
下
竜
也（
新
採
用
）

税　

務　

課

▼
係
長　

小
野
一
志（
昇
任
）、
▼

主
査　

林
重
則（
教
育
委
員
会
）、

▼
主
任　

星
野
晃
彦（
企
画
課　

昇
任
）

出　

納　

室

▼
係
長　

新
木
英
幸（
税
務
課
）

保
健
福
祉
課

▼
係
長　

小
林
勉（
昇
任
）、
▼
主

査　

小
林
弘
美（
出
納
室
）、
▼
主

事　

石
井
宏
幸（
昇
任
）、▼
管
理

栄
養
士　

堤
梨
沙（
新
採
用
）

産　

業　

課

▼
課
長
補
佐
兼
産
業
振
興
係
長　

島
田
宏
充（
昇
任
）、
▼
主
任　

大

崎
康
江（
保
健
福
祉
課
）　

建　

設　

課

▼
主
任　

金
井
義
徳（
総
務
課
） 

教
育
委
員
会

▼
主
査　

諸
田
恵
一（
群
馬
県
農

業
共
済
組
合
派
遣
）、
▼
主
任　

堤
裕
史（
建
設
課
）、
▼
主
事　

福

田
勳（
昇
任
）

第
一
保
育
園

▼
園
長　

石
井
恵
子

（
昇
任
）、▼
主
任
保
育

士　

堤
佳
子（
昇
任
）、

▼
保
育
士　

橋
本
菜
津

美（
新
採
用
）

第
二
保
育
園

▼
園
長　

鈴
木
悦
子

（
昇
任
）、▼
保
育
士　

綿
貫
か
お
里（
新
採
用
）、

▼
主
任
調
理
師　

新
木

か
を
る（
第
一
保
育
園
）

退　

職　

者

▼
園
長　

新
木
邦
江

（
第
一
保
育
園
）、
▼
園

長　

和
南
城
き
よ
子

（
第
二
保
育
園
）、
▼
課

長
補
佐　

綿
貫
百
合
子

（
産
業
課
） 

フレッシュマンを紹介

第二保育園

綿貫　かお里
第一保育園

橋本　菜津美
保健福祉課

堤　梨沙
企画課

真下　竜也

昭
和
駐
在
所

昭和駐在所長

唐澤　孝浩警部補
沼田警察署

津久井　雅晃巡査

　教職員人事異動 敬称略
（　）内は前任校

転　入

□東　　小

教　　諭　渡貫　文子 （利根東小）
教　　諭　竹内　　正 （桃 野 小）
教　　諭　榊原　彬子 （新 採 用）

□南　　小

教　　諭　新井八惠子 （新 治 小）

□大河原小

教　　頭　星野　　孝 （水 上 中）
教　　諭　原澤ちあき （沼 田 小）
教　　諭　吉野　智彰 （地 公 臨）

□昭和中学校

教　　諭　中島　諒久 （新 採 用）

転　出

沼田東小　小池　淳子 （東　　小）
沼田北小　吉野　幸恵 （　 〃 　）
前橋勝山小　小林　克宏 （大河原小）
水 上 小　髙桑　寿子 （　 〃 　）
月夜野北小　石坂　克之 （　 〃 　）
新 治 中　髙橋　公利 （昭 和 中）
沼 田 中　星野　文隆 （　 〃 　）
片 品 中　松井　　薫 （　 〃 　）

転　補

大河原小　髙橋　直美 （南　　小）

退　職

教　　諭　平井　　歩 （東　　小）
教　　諭　大河原陽子 （南　　小）
教　　諭　池口　耕平 （大河原小）

役
場
職
員
人
事
異
動

（
４
月
１
日
付
）

　

唐
澤
孝
浩
警
部
補
、津
久

井
雅
晃
巡
査
が
３
月
26
日
、

昭
和
駐
在
所
に
赴
任
さ
れ
ま

し
た
。

新採用です!!　　みなさん、よろしくお願いします。
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◎ 問 い 合 わ せ ◎

農業委員会事務局

（役場　産業課内）

TEL　24－5111

農
業
委
員
会

　
　
　

だ
よ
り

農
業
委
員
会

　
　
　

だ
よ
り

No.15

　

３
月
27
日
、
役
場
会
議
室
に
９

組
の
家
族
と
立
会
人
・
来
賓
お
よ

そ
70
人
が
集
い
、
家
族
経
営
協
定

調
印
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

多
く
の
来
賓
が
見
守
る
中
、
家

族
で
話
し
合
っ
た
内
容
が
記
載
さ

れ
た
協
定
書
に
、
家
族
そ
れ
ぞ
れ

と
立
会
人
が
署
名
押
印
を
行
い
ま

し
た
。
今
年
度
は
、
新
た
に
８
組

の
家
族
が
協
定
を
結
び
、
締
結
農

家
は
137
組
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

家
族
構
成
や
生
活
形
態
の
変
化
に

よ
り
１
組
が
内
容
の
見
直
し
を
行

い
再
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
こ
の
家
族

経
営
協
定
を
き
っ
か
け
と
し
て
、

安
心
し
て
営
農
で
き
る
手
助
け
に

な
れ
ば
と
、
今
後
も
よ
り
多
く
の

家
族
が
締
結
さ
れ
る
よ
う
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

家
族
経
営
が
中
心
と
な
っ
て

い
る
農
業
が
、
魅
力
あ
る
職
業

と
な
り
男
女
問
わ
ず
意
欲
を

も
っ
て
働
け
る
よ
う
に
す
る
た

め
に
は
、
農
業
経
営
に
お
い
て

家
族
ひ
と
り
ひ
と
り
の
役
割
と

責
任
を
明
確
に
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
意
欲
と
能
力
が
十
分
に
発

揮
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
大
切

で
す
。
特
に
女
性
や
若
い
農
業

者
が
そ
れ
ぞ
れ
個
人
と
し
て
尊

重
さ
れ
、
経
営
の
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
こ
れ
を
実
現
す

る
た
め
に
、
農
業
経
営
を
担
っ

て
い
る
家
族
み
ん
な
で
話
し

合
っ
て
決
め
る
ル
ー
ル
が
「
家

族
経
営
協
定
」
で
す
。

家
族
経
営
協
定
と
は

林　宜男さん家族

古澤　守さん家族

新木愼平さん家族

斉藤竹一さん家族

後藤　貴さん家族

永井一行さん家族

武井一巳さん家族

菅原健三さん家族

石井銀治さん家族

主催者あいさつをする藤井貞充会長

家
族
経
営
協
定
書
に
９
家
族
調
印

調印されたご家族
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農業者のための公的年金、農業者年金に加入しましょう!!　詳しくはJAまたは農業委員会事務局まで

農地の賃借料情報について農地の賃借料情報について農用地利用促進農用地利用促進
 奨励金制度が改正に 奨励金制度が改正に 　平成21年12月15日施行の農地法改正に伴い、農地の賃借

料の目安となる「標準小作料制度」が廃止されました。

　これに代わるものとして、農業経営基盤強化促進法に基

づき平成22年１月から平成23年12月までの２年間に締結さ

れた、村内農地の賃貸借における賃借料情報を公表します。

　農地の賃借料を決定する際の参考としてご活用ください。

　農地の利用集積を促進するため、認定農業者に

農地を貸すための利用権設定を行った場合、貸し

た所有者に対し奨励金が交付されていますが、平

成24年からは新規に設定する農地だけが対象とな

りました。

昭和村における過去２年間の賃借料水準 （10a当たり）

平均 最高額 最低額 データ数

田 34,700円 34,700円 34,700円 1

畑 29,200円 40,000円 10,000円 182

平均
（参考） 29,300円 ― ― 183

※100円単位に処理されています。

認定農業者農地利用促進奨励金 （10a当たり）

契約期間 新規設定

６年以上
10年未満

4,000円

10年以上 6,000円

◇ 農業委員または農業委員会事務局へお気軽にご
相談ください

近
い
将
来
、
中
国
の
人
口
を
追

い
越
し
多
大
な
る
経
済
発
展
が
見

込
ま
れ
て
い
る
若
い
国
、イ
ン
ド
。

農
業
委
員
会
で
は
、
１
月
21
日
か

ら
６
日
間
の
日
程
で
、
イ
ン
ド
へ

の
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

イ
ン
ド
と
い
う
国
土
に
足
を
踏

み
入
れ
、
現
地
ガ
イ
ド
さ
ん
を
通

じ
て
見
聞
し
た
こ
と
に
、
五
感

を
通
し
て
沢
山
の
カ
ル
チ
ャ
ー

シ
ョ
ッ
ク
を
各
々
の
委
員
が
感
じ

た
は
ず
で
す
。

イ
ン
ド
の
野
菜
市
場
視
察

最
初
に
、
首
都
デ
リ
ー
郊
外
の

野
菜
市
場
を
視
察
。
幹
線
道
路
か

ら
外
れ
、
バ
ス
を
降
り
て
雨
で
ぐ

ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
に
な
っ
て
い
る
狭
い

道
を
足
元
に
注
意
し
な
が
ら
歩
き

ま
し
た
。
周
り
の
原
野
は
ゴ
ミ
だ

ら
け
で
、
そ
れ
を
あ
さ
る
放
し
飼

い
の
牛
た
ち
。
人
と
牛
と
車
の
大

混
雑
の
中
、
市
場
関
係
者
の
案
内

で
イ
ン
ド
の
様
々
な
野
菜
市
場
の

現
状
を
視
察
し
ま
し
た
。

日
本
の
近
代
的
市
場
と
は
違
い
、

巨
大
な
朝
市
の
よ
う
で
し
た
が
、

商
い
す
る
人
々
は
力
強
く
元
気
で

す
。
行
き
交
う
人
間
の
多
さ
か
ら

こ
の
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
雰

囲
気
を
嫌
と
い
う
ほ
ど
感
じ
ま
し

た
。
日
本
人
は
珍
し
く
、「
チ
ャ
イ

ニ
ー
ズ
？
」
と
間
違
わ
れ
る
こ
と

が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
日
本
人
だ

と
答
え
る
と
屈
託
の
な
い
笑
顔
が

返
っ
て
き
ま
す
。
野
菜
を
試
食
す

る
よ
う
に
言
っ
て
は
く
れ
る
の
で

す
が
、
怖
く
て
口
に
運
べ
な
い
委

員
が
殆
ど
で
し
た
。

生
産
現
場
で
農
民
と
交
流

郊
外
に
バ
ス
を
進
め
、
広
大
な

る
畑
作
地
帯
に
入
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
周
辺
の
農
家
を
数
軒
訪
ね

て
話
を
聞
き
、
畑
を
見
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
毎
年
乾
期
に
な
る
と

畑
の
隅
に
掘
っ
建
て
小
屋
を
作
り
、

そ
こ
に
沢
山
の
労
働
者
が
住
み
込

み
で
仕
事
を
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

や
は
り
農
場
主
と
は
人
種
が
違
い
、

カ
ー
ス
ト
制
度
の
一
番
下
に
属
す

る
人
々
が
、
わ
ず
か
な
賃
金
で
働

い
て
い
る
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

私
達
が
見
学
の
許
可
を
得
て
移
動

す
る
時
な
ど
、
チ
ッ
プ
欲
し
さ
に

子
供
達
が
群
が
っ
て
き
ま
す
。
あ

の
目
の
輝
き
、
純
真
さ
は
印
象
に

残
り
ま
す
。

ス
ラ
ム
街
の
子
供
た
ち
に
も
教

育
を
施
す
こ
と
を
決
め
、
実
行
し
て

い
る
国
の
方
針
に
感
動
し
ま
し
た
。

若
年
層
の
比
率
が
非
常
に
高
い

国
な
の
で
、
イ
ン
ド
は
経
済
大
発

展
す
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で

し
ょ
う
。
日
本
と
し
て
も
無
視
で

き
な
い
国
に
な
る
こ
と
は
確
実
で

あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

昭
和
村
農
業
委
員
会
視
察
研
修
報
告

農
業
委
員　

綿
貫　

利
彦
（
鎌
沢
）

首都デリー郊外の農地を視察する委員

人であふれる市場
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　５月２０日（日）に、昭和村長選挙と昭和村議会議員補欠選挙を行います。

　※昭和村議会議員に欠員が生じたため、村長選挙と同時に村議会議員補欠選挙を行うことになりました。

　昭和村の未来を託す重要な選挙です。棄権することなく投票しましょう。

◎立候補予定者説明会　　平成２４年４月２７日（金）
　　　　　　　　　　　　　午後１時３０分から昭和村役場会議室
　立候補を予定している人または、その代理人は必ず出席してください。
◎告示日　　平成２４年５月１５日（火）
◎投票日　　平成２４年５月２０日（日）
◎投票所及び投票時間

◎開票所及び時間　　平成２４年５月２０日（日）
　　　　　　　　　　　　午後７時より昭和村役場会議室
◎期日前投票
　投票日に仕事や旅行、冠婚葬祭などのためどうしても投票所にいけない人は、期日前投票をご利用く
ださい。
　・投票期間　　５月１６日（水）～５月１９日（土） ４日間
　・投票時間　　午前８時３０分～午後８時まで
　・投票場所　　昭和村役場敷地内　期日前投票所
◎不在者投票
　指定された病院、老人ホーム等で投票する場合は、不在者投票をご利用ください。

☆ 詳しくは、昭和村選挙管理委員会（☎２４－５１１１）へお問い合わせください。

投開票日　　５月20日（日）

投　　票　　所　　名 投　票　時　間

第１投票所　昭和村地域活性化センター 午前７時　～　午後６時

第２投票所　入原公民館 午前７時　～　午後６時

第３投票所　永井住民センター 午前７時　～　午後５時

第４投票所　赤城原区民館 午前７時　～　午後５時

第５投票所　昭和村公民館 午前７時　～　午後６時

第６投票所　貝野瀬構造改善センター 午前７時　～　午後６時

第７投票所　大河原小学校体育館 午前７時　～　午後５時

第８投票所　生越住民センター 午前７時　～　午後５時

投票所閉鎖時刻が繰り上げとなりますのでご注意ください

　　第１、２、５、６投票所　　午後６時閉鎖
　　第３、４、７、８投票所　　午後５時閉鎖

昭　和　村　長　選　挙
昭和村議会議員補欠選挙のお知らせ
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お せ知 ら

　平成２４年４月１日より昭和村住宅用太陽光発電システムの導入を支援し、設置費の一部を補助すること
となりました。
　本村では、地球環境に負荷の少ないクリーンエネルギー普及促進の一環として、村民の積極的な自然エネ
ルギーを支援し、循環型の村づくり推進と環境への意識高揚を図るため、住宅用太陽光発電システムを設置
する方に経費の一部を補助します。

※注　意　・悪質な訪問販売の事例が報告されております。
　　　　　・複数の事業者から見積もりを取ったり、事業者の対応も含めて契約しましょう。    
　　　　　・トラブルが起きたら、消費生活相談へ相談して下さい。　

 昭和村役場　産業課　　　☎２４－５１１１
 沼田市消費生活センター　☎２０－１５００

１ 受付期間
　　平成２４年４月１日～平成２５年３月３１日

２ 補助対象者　　
　　 ⑴昭和村内において、自ら居住する住宅等に設置される発電システムであること。　⑵発電システ
ムの設置工事を当該年度中に完了し、実績報告を提出できること。　⑶発電システムに対する補助
金の交付は、１世帯につき１回とし、世帯の全員が 村税等を滞納していない者に限る。

３ 補助金の額
　　 設置する発電システムの最大出力値（ｋｗ）をもとに算出し、１ｋｗ当たり２５,０００円を乗じて得
た額、又は１０万円のいずれか少ない額を補助します。

４ 申請の方法
　　工事を始める前に「昭和村役場　産業課」へ申請書を提出してください。
　⑴工事着工前
　　補助金交付申請書（様式第１号）に次の書類を添付してください。　　
　　・発電システムの仕様書
　　・発電システム設置に係る費用の内訳が記載された見積書、又は契約書の写し　
　　・発電システム設置予定箇所の位置図

村から交付決定通知（様式第２号）を通知します。
　⑵工事の計画変更
　　設置計画変更等届出書（様式第３号）を提出してください。　
　⑶工事完了後一ヶ月以内
　　工事完了報告書（様式第４号）に次の書類を添付してください。
　　・発電システム設置に係る領収書の写し
　　・電力会社との電力受給契約書の写し
　　・竣工検査の試験記録書の写し
　　・発電システムの設置状況を示す写真
 村から補助金確定通知書（様式第５号）を通知します。
　⑷補助金確定通知後
　　補助金交付請求書（様式第６号）を提出してください。

昭和村住宅用太陽光発電システム
設置補助金のお知らせ
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フォトコンテスト結果発表
入
賞
作
品
を
紹
介
（
敬
称
略
）

「カブト虫もすきなトウモロコシ」

ジ
ュ
ニ
ア

髙
橋　

諒
成（
大
河
原
小
）

「夏やさい」

ジ
ュ
ニ
ア

飯
塚　

翔
太（
大
河
原
小
）

「レタス植え付け」

一
般工

藤　

則
正（
富
岡
市
）

「大好きなりんご園」

一
般今

井　

健
雄（
横
浜
市
） 教育委員会教育長賞

農業委員会長賞

準グランプリ

「この世の春」

一
般

後
藤　

金
松（
昭
和
）

「妹と広いグラウンド」

ジ
ュ
ニ
ア

小
宮　

佳
姫（
東
小
）

村議会議長賞

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
審
査

結
果
発
表
に
あ
た
っ
て

　

第
２
回
「
や
さ
い
王
国
昭

和
村
」
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

の
審
査
結
果
で
す
。
応
募
総

数
は
724
点（
一
般
600
点
、
ジ
ュ

ニ
ア
124
点
）と
県
内
外
か
ら
、

今
年
も
沢
山
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。

　

各
作
品
は
、
年
間
に
わ

た
っ
て
美
し
い
昭
和
村
の
風

景
を
、
上
越
の
山
々
を
取
り

入
れ
て
写
し
た
も
の
や
逆

に
外
か
ら
日
本
一
を
誇
る
河

岸
段
丘
を
と
ら
え
た
も
の
、

広
々
と
し
た
畑
で
生
き
生
き

と
農
作
業
に
励
む
人
物
を
上

手
く
取
り
入
れ
た
も
の
、
朝

夕
の
「
焼
け
」
を
工
夫
し
美

し
さ
を
更
に
強
調
し
た
も

の
、
祭
り
、
冬
の
花
火
等
ど

れ
を
と
っ
て
も
村
の
特
長
を

と
ら
え
た
も
の
ば
か
り
で
審

査
委
員
さ
ん
達
は
た
い
へ
ん

な
苦
労
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

上
位
入
賞
作
品
は
、
東
京
の

「
ぐ
ん
ま
ち
ゃ
ん
家
」
を
始

め
、
各
地
で
展
示
し
、
カ
レ

ン
ダ
ー
等
に
し
て
昭
和
村
を

ピ
ー
ア
ー
ル
し
て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。

フォトコンテスト
実行委員会

⻆田　侃男会長

「大地の植え付け」

「緑の草原」

黛　

明
美（
富
岡
市
）

室
田　

翔
斗（
東
小
）

一　

般

ジ
ュ
ニ
ア

グランプリ 昭和村長賞
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「かつぎまんどう」

一
般峰

川　

文
一（
沼
田
市
）

第２回「やさい王国昭和村」

賞　

後
藤
金
松（
昭
和
村
）、阿
部

野
々
佳（
南
小
） 

▼
株
式
会
社
ワ
ー

ナ
テ
ッ
ク
賞　

佐
々
木
勲（
高
崎

市
）、松
井
彩
乃（
大
河
原
小
） 

▼
Ｊ

Ａ
利
根
沼
田
農
業
協
同
組
合
賞　

本
多
ゆ
か
り（
み
な
か
み
町
）、飯
塚

哲
章（
大
河
原
小
） 

▼
久
呂
保
郵
便

局
賞　

酒
井
弘
二（
前
橋
市
）、阿

部
竣
輔（
昭
和
中
） 

▼
糸
之
瀬
郵
便

局
賞　

小
野
英
嗣（
沼
田
市
）、吉

澤
英
琉（
東
小
） 

▼
道
の
駅
「
あ
ぐ

り
ー
む
昭
和
」賞　

石
田
至
勇（
前

橋
市
）、中
村
朱
里（
昭
和
中
） 

▼
昭

和
村
さ
く
ら
工
房
賞　

秋
山
正
則

（
藤
岡
市
）、星
野
杏（
大
河
原
小
）

▼
沼
田
エ
フ
エ
ム
放
送
株
式
会
社

賞　

藤
井
里
美（
昭
和
村
）、真
下

一
樹（
昭
和
中
） 

▼
株
式
会
社
ジ
ー

シ
ー
シ
ー
賞　

山
後
勝
明（
沼
田

市
）、吉
澤
菜
夏（
東
小
） 

▼
群
馬
県

写
真
材
料
商
組
合
賞　

諸
星
孝（
前

橋
市
）、坂
本
た
つ
江（
桐
生
市
）、横

田
三
郎（
高
崎
市
）、綿
貫
勝（
昭
和

村
）、岡
田
江
美
子（
昭
和
村
）、池
田

昭
子（
前
橋
市
）、岡
田
陽
奈（
大
河

原
小
）、横
坂
晴
香（
南
小
）、真
下

理
杏（
南
小
）、萩
原
萌
黄（
東
小
）

▼
株
式
会
社
フ
ジ
カ
ラ
ー
プ
ロ
フ
ォ

ト
セ
ン
タ
ー
賞　

金
井
光
寿（
前
橋

市
）、勝
見
博（
沼
田
市
）、小
林
仁（
前

橋
市
）、関
口
徹（
太
田
市
）、篠
原
ひ

と
み（
渋
川
市
）、加
藤
琉
也（
南
小
）、

加
藤
玲
那（
南
小
）、新
宮
光
晴（
南

小
）、樋
口
司（
昭
和
中
）

そ
の
他
の
特
別
賞
は
次
の
と
お
り 

 

（
敬
称
略
）

▼
㈶
群
馬
県
観
光
国
際
協
会
賞　

金
井
信
治（
昭
和
村
）、池
田
誠
宣

（
昭
和
中
） 

▼
横
浜
市
教
育
委
員

会
賞　

樺
沢
祥
次（
吉
岡
町
）、武

井
萌
恵（
沼
田
東
小
） 

▼
㈶
横
浜
市

体
育
協
会
賞　

嶋
田
文
六（
前
橋

市
）、諸
田
真
子（
南
小
） 

▼
群
馬
テ

レ
ビ
株
式
会
社
賞　

小
林
眞
佐
子

（
前
橋
市
）、後
藤
千
聖（
大
河
原
小
）

▼
上
毛
新
聞
社
賞　

清
水
昌

枝（
渋
川
市
）、金
井
耀
大（
ひ
ば

り
幼
稚
園
） 

▼
キ
ヤ
ノ
ン
電
子

株
式
会
社
賞　

岡
田
政
行（
昭

和
村
）、武
井
未
来（
沼
田
東
小
）

▼
味
の
素
フ
ァ
イ
ン
テ
ク
ノ
株
式

会
社
賞　

山
田
晋
一（
前
橋
市
）、

笹
沢
平
八（
前
橋
市
）、植
竹
繁（
太

田
市
）、大
塚
か
お
る（
高
崎
市
）、

篠
原
朝
夫（
渋
川
市
）、松
井
拓
馬

（
大
河
原
小
）、石
井
柊
也（
大
河
原

小
）、阿
部
奈
々
美（
昭
和
中
）、木

村
駿（
昭
和
中
）、萩
原
生
成（
昭
和

中
） 

▼
藤
森
工
業
株
式
会
社
賞　

古
谷
野
勉（
太
田
市
）、横
坂
先
夫

（
昭
和
村
）、小
林
香
織（
前
橋
市
）、

阿
部
未
唯
奈（
南
小
）、根
岸
恵
理

子（
昭
和
中
） 

▼
佐
藤
運
送
株
式
会

社
賞　

真
下
伸
夫（
昭
和
村
）、多

胡
順
子（
前
橋
市
）、根
岸
秀
樹（
昭

和
村
）、武
井
健
三（
沼
田
幼
稚
園
）、

加
藤
祐
哉（
昭
和
中
） 

▼
株
式
会

社
日
立
金
属
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ

特　

選

「ホラー腰を入れて」

一
般金

子　

洋
祐（
前
橋
市
） 「河岸段丘の昭和村」

一
般星

野　

敏
行（
川
場
村
）

「猪木３兄弟ボンバイエ!!」

ジ
ュ
ニ
ア

星
野　

英
哉（
昭
和
中
）

「ゆき山と花とこいのぼりのふうけい」

ジ
ュ
ニ
ア

井
上　

優（
沼
田
小
）

村づくり協力委員会長賞 赤城高原農業観光協会長賞 商工会長賞

特
別
賞

「りんご色づく」

一
般星

野　

敏
行（
川
場
村
）

群
馬
県
知
事
賞

ジ
ュ
ニ
ア

新
宮　

も
も（
南
小
）

「
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
が
り
を

 
し
た
よ
！
」

ジ
ュ
ニ
ア

奥
崎　

晃
聖（
大
河
原
小
）

「
雪
景
色
」

「日本で最も美しい村」
連 合 加 盟
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３
月

髙
橋
政
男
さ
ん（
橡
久
保
北

部
）が
３
月
８
日
、
89
個
の
小
鳥

の
巣
箱
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
卒
業
を
迎
え
る
各

小
学
校
の
６
年
生
と
村
内
の
体

育
施
設
な
ど
で
使
っ
て
も
ら
お

う
と
、
髙
橋
さ
ん
が
毎
日
少

し
ず
つ
手
作
り
で
制
作
し
た
も

の
。な

お
、
寄
贈
さ
れ
た
巣
箱
は

後
日
、
教
育
委
員
会
を
と
お
し

て
村
内
の
各
小
学
校
へ
配
ら
れ

ま
し
た
。

南
小
学
校
で
は
３
月
12
日
に

手
渡
さ
れ
、
巣
箱
を
受
け
取
っ

た
６
年
生
の
児
童
た
ち
が
喜
び

の
表
情
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

髙
橋
政
男
さ
ん
が

 

小
鳥
の
巣
箱
を
寄
贈巣箱を受け取った児童たち（南小）

自慢の歌声を披露謝辞を述べる沢浦さん

自
慢
の
舞
踊
や
演
奏
で
会
場
を
魅
了

村
文
化
協
会（
林
信
保
会
長
）主
催
に
よ
る
第

30
回
村
民
芸
能
祭
が
３
月
11
日
、
公
民
館
多
目

的
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
で
30
回
目
を
迎
え
た
芸
能
祭
に
は
、
村

内
で
活
動
し
て
い
る
芸
能
団
体
な
ど
24
団
体
、

息のあった舞いで会場を魅了

高
砂
・
ひ
ま
わ
り
大
学
が
閉
講
式

高
砂
・
ひ
ま
わ
り
大
学
合
同
閉
講
式
が
３
月

22
日
、
村
公
民
館
大
会
議
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

閉
校
式
で
は
、
各
大
学
の
代
表
者
に
修
了
証

を
授
与
。
高
砂
大
学
は
倉
澤
邦
夫
さ
ん（
根
岸
）、

ひ
ま
わ
り
大
学
は
真
下
梅
子
さ
ん（
森
下
中
）が

代
表
し
て
修
了
証
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
高
砂
大
学
の
竹
内
芳
茂
学
級
長（
藤

井
）と
ひ
ま
わ
り
大
学
の
沢
浦
典
子
学
級
長（
鎌

沢
）が
謝
辞
。

沢
浦
学
級
長
は
「
学
ぶ
こ
と
が
多
く
楽
し
い

１
年
で
し
た
。
仕
事
と
は
違
い
、
何
か
を
学
ぶ

と
い
う
こ
と
に
年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
か
ら
も
、
ひ
ま
わ
り
大
学
で
学
ん
だ
こ
と
を

修了証を受け取る倉澤さん

延
べ
170
人
が
参
加
。
ス
テ
ー
ジ
上
で
、
42
演
目

に
わ
た
っ
て
見
事
な
舞
踊
や
演
奏
、
歌
な
ど
が

披
露
さ
れ
、
会
場
を
訪
れ
た
お
よ
そ
300
人
の
観

客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

芸
能
祭
終
了
後
に
は
、
村
文
化
協
会
結
成
30

周
年
を
記
念
し
て
、
松
本
梅
し
ょ
う
先
生
に
よ

る
津
軽
三
味
線
の
講
演
会
も
併
せ
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
で
は
昨
年
３
月
11
日
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
方
々
へ
の
義

援
金
が
募
ら
れ
、
寄
せ
ら
れ
た
義
援
金
１
万
６
，

７
９
２
円
は
、
村
社
会
福
祉
協
議
会
を
と
お
し

て
被
災
地
へ
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

活
か
し
て
楽
し
み
な
が
ら
過
ご
し
て
い
き
た
い

で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

平
成
23
年
度
は
高
砂
大
学
が
10
人
、
ひ
ま
わ

り
大
学
が
28
人
の
修
了
を
迎
え
ま
し
た
。
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か
ら
輪
投
げ
台
に
向
か
っ
て
輪
を
投
げ
、
合
計

得
点
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
慣
れ
な
い
競
技
に
悪
戦
苦
闘
し

な
が
ら
も
輪
投
げ
に
熱
中
。
会
場
に
は
笑
顔
と

歓
声
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

健
康
大
学
の
第
２
回
卒
業
式
が
３
月
28
日
、

村
保
健
セ
ン
タ
ー
研
修
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

健
康
大
学
は
、
参
加
者
に
日
常
生
活
の
健
康

づ
く
り
に
役
立
つ
こ
と
を
学
ん
で
も
ら
い
、
健

県
消
防
大
会
が
３
月
21
日
、

伊
勢
崎
市
民
文
化
会
館
で
開
催

さ
れ
、
村
消
防
団
前
副
団
長
、

竹
之
内
信
一
さ
ん（
伏
田
）に
精

績
章
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

竹
之
内
さ
ん
は
、
昭
和
58
年

の
入
団
以
来
、
長
年
に
わ
た
り

村
消
防
団
活
動
に
取
り
組
ん
で

こ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成

20
年
か
ら
は
村
消
防
副
団
長
と

し
て
ご
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

表
彰
に
際
し
、
竹
之
内
さ
ん

は
「
今
年
度
か
ら
は
消
防
団
長

と
し
て
、
今
後
も
地
域
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
さ
ら
に
消
防
団
活
動
に
努

め
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

竹
之
内
信
一
前
副
団
長
に

 

消
防
表
彰表彰状を手にする竹之内前副団長

23
人
が
健
康
大
学
を
卒
業

康
で
楽
し
く
過
ご
し
て
も
ら
う
こ
と
が
目
的
。

簡
単
な
体
操
や
体
力
測
定
、
お
口
の
手
入
れ
の

仕
方
、
食
事
の
作
り
方
、
音
楽
療
法
な
ど
各
分

野
の
専
門
家
を
講
師
に
招
き
、
１
月
か
ら
14
回

に
わ
た
っ
て
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

卒
業
式
で
は
、
修
了
を
迎
え
た
健
康
大
学
生

23
人
に
卒
業
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
卒
業
生
の
あ
い
さ
つ
で
は
「
健
康
で

い
ら
れ
る
こ
と
が
一
番
幸
せ
。
健
康
大
学
で
学

ん
だ
こ
と
を
こ
れ
か
ら
の
生
活
に
取
り
入
れ
て

い
き
た
い
」
や
「
皆
さ
ん
と
交
流
で
き
て
、
と

て
も
楽
し
か
っ
た
」
な
ど
、
卒
業
生
一
人
ひ
と

り
が
学
ん
だ
こ
と
や
今
後
の
目
標
を
発
表
し
、

健
康
大
学
で
の
思
い
出
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

卒業を迎えた健康大学生の皆さん

輪
投
げ
大
会
で
楽
し
く
交
流

昭
和
村
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
連
絡

会（
藤
井
君
枝
会
長
）と
村
社
会
福
祉
協
議
会
が

主
催
す
る
第
２
回
サ
ロ
ン
対
抗
輪
投
げ
大
会
が

３
月
22
日
、
村
多
目
的
屋
内
運
動
場
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
筋
ト
レ
体
操
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
る
村
内
各
地
区
の
サ
ロ
ン
間
の
交
流
と
健
康

づ
く
り
の
増
進
を
図
る
こ
と
が
目
的
。

輪
投
げ
大
会
に
は
、
村
内
25
か
所
の
サ
ロ
ン

か
ら
37
チ
ー
ム
、
お
よ
そ
110
人
が
参
加
。

会
場
と
な
っ
た
多
目
的
屋
内
運
動
場
内
に
は

10
面
の
特
設
コ
ー
ト
を
設
置
。
試
合
は
１
チ
ー

ム
３
人
の
団
体
戦
で
行
わ
れ
、
投
て
き
ラ
イ
ン

輪投げで楽しく交流する参加者

卒業証書の授与狙いをすまして！



　新婚さん、金婚を迎えたご

夫妻の登場者を募集していま

す。自薦・他薦は問いません。

皆さんどしどしご応募くださ

い。【問い合わせ】役場企画課

広報統計係☎２４－５１１１

（内線１４１）

今 月 の
イチオシ
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村
公
民
館
図
書
室
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
た
く
さ
ん
の
楽
し
い
本
が

皆
さ
ん
を
待
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

月
曜
日
〜
金
曜
日　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
６
時

公
民
館
図
書
室
利
用
時
間

ピンクとグレー
加藤 シゲアキ （著） 

角川書店

震災死
吉田 典史 （著）
ダイヤモンド社

アハメドくんのいのちのリレー
鎌田 實 （著）
集英社

ビブリア古書堂の事件手帖
三上 延 （著） 

アスキーメディアワークス

　鎌倉でひっそりと営業を
している「ビブリア古書堂」。
そこの店主は古本屋のイメー
ジに合わない若くきれいな女
性だ。彼女は古書にまつわる
謎と秘密を、まるで見てきた
かのように解き明かしていく。
これは“古書と秘密”の物語。

鍵のかかった部屋
貴志　祐介 （著） 
角川書店

「
孫
の
た
め
に
こ
れ
か
ら
も
」 小

こ

　林
ばやし

　金
きん

　造
ぞう

さん（75歳）
 ・　　 　
　　　　テ

て

ル
る

子
こ

さん（74歳）
（昭和36年12月20日入籍）

吹 張

｢

本
当
に
色
々
な
こ
と
が

あ
っ
た
50
年｣

そ
う
振
り

返
る
の
は
小
林
金
造
さ

ん
・
テ
ル
子
さ
ん
ご
夫
婦
。

｢

二
人
で
支
え
合
い
頑
張
っ

て
き
た｣

と
声
を
そ
ろ
え

ま
す
。

農
業
を
営
み
、
養
蚕
の

ほ
か
、
コ
ン
ニ
ャ
ク
や
野

菜
な
ど
様
々
な
農
作
物
を

栽
培
し
て
こ
ら
れ
た
お
二

人
。｢

昔
の
農
作
業
は
、
ほ

と
ん
ど
が
手
作
業
。
牛
で

荷
物
を
運
ん
だ
り
、
鍬
を

使
っ
て
畑
を
耕
し
た
り
し

た
よ
。
本
当
に
大
変
だ
っ

た
ね｣

と
二
人
は
当
時
を

振
り
返
り
ま
す
。

沼
田
市
か
ら
嫁
い
だ
テ

ル
子
さ
ん
と
は
、
お
見
合

い
で
ご
結
婚
さ
れ
た
そ
う

で
す
。

現
在
は
家
庭
で
食
べ
る

分
の
お
米
や
わ
さ
び
な
ど

を
作
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

ま
た
、
お
孫
さ
ん
が
三
人

い
る
そ
う
で
「
お
じ
い
ち
ゃ

ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
声

を
か
け
て
く
れ
た
り
、
ど

こ
か
に
出
か
け
た
時
に
は

お
土
産
を
買
っ
て
き
て
く

れ
た
り
、
孫
は
や
っ
ぱ
り

か
わ
い
い
ね
」
と
二
人
は

微
笑
み
ま
す
。

そ
ん
な
お
二
人
に
趣
味

を
尋
ね
る
と
、
金
造
さ
ん

は
植
木
の
手
入
れ
と
わ
さ

び
を
作
る
こ
と
。
テ
ル
子

さ
ん
は
、
現
在
は
体
調
を

く
ず
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

以
前
は
温
泉
に
行
く
の
が

楽
し
み
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
は
、

｢

健
康
に
気
を
つ
け
て
、
か

わ
い
い
孫
た
ち
の
笑
顔
の

た
め
に
も
二
人
で
頑
張
っ

て
い
き
た
い｣

と
笑
顔
で

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら
も
お

幸
せ
に
。
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拝啓 昭和村…

「
母
親
に
な
っ
て
」

　

現
在
、
私
は
結
婚
し
一
児
の
母
に
な
り
ま
し
た
。
お
腹
の
中
に

小
さ
な
命
が
宿
っ
た
時
に
は
、
嬉
し
さ
も
あ
り
、
不
安
も
あ
り
ま

し
た
が
、
夫
や
両
親
、
兄
姉
に
友
人
達
が
い
つ
も
支
え
て
く
れ
ま

し
た
。

　

わ
が
ま
ま
で
迷
惑
ば
か
り
か
け
て
い
た
私
で
す
が
、
周
囲
に
恵

ま
れ
て
い
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

出
産
し
て
三
ヶ
月
。

　

息
子
の
日
々
の
成
長
を
見
る
た
び
に
「
生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
、

あ
り
が
と
う
」
と
い
う
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。

　

今
の
私
が
居
る
の
は
、
周
囲
の
皆
さ
ま
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら

と
切
に
感
じ
、
こ
れ
か
ら
は
母
親
の
立
場
と
し
て
、
常
に
前
向
き

に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◇　
　
　

◇　
　
　

◇　
　
　

◇　
　
　

◇

　

次
回
の
登
場
者
は
、
高
塩　

祐
美
さ
ん（
23
歳
・
上
内
出
）で
す
。

諸田　沙也佳さん

（23歳・森下中）

藤
ふじ

田
た

　睦
むつ

子
こ

さん（53歳）

出　身：兵庫県神戸市
在住地：埼玉県新座市
職　業： 主婦、村ふるさと

大使
趣　味： ビーズアクセサリー製

作、合成写真（顔写真
は素顔で恥ずかしいの
でモンロー風に加工）

　このコーナーでは、村出身者や村にゆかりのある方からの村への
思いやメッセージを紹介します。

地元の友人です。

愛
犬
ポ
チ
く
ん
を
我
が
家
に
迎
え
て
か
ら
、
私
達
の
価
値

観
は
変
わ
り
ま
し
た
。
週
末
の
お
出
か
け
や
旅
先
で
、
ポ
チ

く
ん
と
一
緒
に
自
然
の
中
を
歩
く
こ
と
が
、
私
達
に
と
っ
て

最
も
幸
せ
で
価
値
あ
る
こ
と
と
な
り
、
い
つ
し
か
高
価
な
物

品
や
贅
沢
な
食
事
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
ま
し
た
。そ
し
て
「
自

然
の
中
で
暮
ら
し
た
い
」
と
言
う
夢
を
持
ち
、
昭
和
村
に
山

小
屋（
愛
称
：
ポ
チ
小
屋
）を
建
て
る
に
至
り
ま
し
た
。
そ
の

経
緯
は
一
月
号
に
夫
が
書
い
た
通
り
で
す
。

週
末
に
山
小
屋
に
来
る
た
び
、
山
や
畑
の
雄
大
な
景
色
を

楽
し
み
、
地
元
の
方
々
の
温
も
り
に
触
れ
、
旬
の
新
鮮
な
農

作
物
を
頂
き
、
こ
れ
こ
そ
が
贅
沢
な
生
活
だ
と
実
感
し
て
い

ま
す
。
私
達
を
昭
和
村
へ
導
い
た
ポ
チ
く
ん
は
天
国
へ
旅
立

ち
ま
し
た
が
、
福
島
県
出
身
の
被
災
犬
ニ
コ
ち
ゃ
ん
を
迎
え
、

変
わ
ら
ぬ
生
活
を
続
け
て
い
ま
す
。
私
達
は
、「
ポ
チ
く
ん
ク

ラ
ブ
」
と
言
う
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp://w
w
w
.green.d

ti.

n
e.jp
/poch

i/

）の
中
で
山
小
屋
で
の
自
然
生
活
を
紹
介
し
、

昭
和
村
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
定
年
退
職

後
の
定
住
に
向
け
て
、
今
後
さ
ら
に
村
に
と
け
込
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

次回登場者紹介
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　第19回良い歯の子と育てた家族の表彰式が３月29

日、村公民館多目的ホールで開催され、40組の３歳

児とその家族が表彰されました。

　式では表彰者を代表して、坂本翼君・英恵さん親子

が武井副村長より表彰状と記念品を受け取り、織田澤

祐子さんが謝辞を述べました。また、式の後には歯科

衛生士の皆さんによる寸劇が行われました。

良い歯の子を紹介します(敬称略)　▶坂本翼、吉野
天翔、高橋寧々日、遠峯愛望、小菅僚太、高橋幸、熊

谷紅花、綿貫玲大、武井佑季奈、加藤幸平、兵藤舞桜、

金子廉、鈴木花音、阿部颯、青木蔵茉、中嶋嶺央、土

屋玲人、飯塚彩楽、綿貫花菜、林健太、桒原憩、井熊

歩夢、新宮由崇、山田蒼空、新田旭、堤稀昊、竹吉仁

那、星野瑛汰、吉澤結夏菜、大竹健彰、綿貫絆人、儘

田悠、竹之内愛菜、松井虹介、織田澤寧音、織田澤龍

法、増田弥優、宮内心花、ランドル・カレン・マリー、

小泉結愛

良い歯の子とその家族を表彰

表彰を受ける坂本翼君・英恵さん親子

表彰された良い歯の子とその家族

謝辞を述べる織田澤祐子さん

　関東「道の駅」スタンプラリー2011のわたしの

好きな「道の駅」で、あぐりーむ昭和が第10位に、

更に群馬県内では第３位に選ばれました。

　これは、昨年７月から11月に行われた同スタン

プラリーのアンケートの集計結果により、選ばれた

もの。選ばれたおもな理由は「新鮮な農産物が安

くて豊富にある」や「足湯が気持ちよくて楽しめる」

などでした。

　倉澤新平駅長は「今後も皆さまのご意見をいた

だきながら、素敵な道の駅づくりに取り組んでいき

たい」と話していました。

道の駅ランキングで10位に

新鮮な野菜がならぶ旬菜館

等身大のひな人形
　子育保育園では３月３日、ひな祭り会を行いまし

た。

　ひな祭りを祝うために、ホールに集まった園児た

ちは、みんなでひな祭りの歌を歌ったり、紙芝居な

どを楽しみました。

　その後、年長組の22人がそれぞれ、ひな人形の

仮装をして等身大のおひな様に大変身。

　楽器やひしゃくなどを手に持ったかわいらしい

おひな様が登場すると、ほかの園児たちは大喜び

で歓声をあげていました。

園児たちが等身大のおひな様に
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　村内各小中学校・保育園では３月中、卒業式・卒園

式が行われました。

　昭和中学校では３月13日、卒業生91人が思い出のつ

まった母校から新しい明日へ一歩を踏み出しました。

　卒業式では、堤義樹校長が「たくましくあれ・支える

人であれ・ふるさとを心に」と卒業生に三つの言葉を送

りました。また、卒業生を代表して、浅見岳志君が「私

たちは、これから別々の道を歩みますがここで過ごした

３年間を決して忘れません。」と答辞。卒業生全員が「旅

立ちの日に」を熱唱しました。

　このほか、各小学校では23日に77人が、各保育園で

は24日に55人がそれぞれの学び舎を巣立ちました。

新しい明日へ第一歩を踏み出す

「旅立ちの日に」を熱唱する卒業生(昭和中)

３年間の思い出を胸に卒業(昭和中) 拍手で送られながら卒業(大河原小) 誇らしく掲げる卒園証書(子育保育園)

　第二保育園では３月16日、卒園を迎える年長組13人のお
別れ会を実施しました。
　お別れ会では、年中・年少組の園児たちが歌やお遊戯を元
気いっぱいに披露。また、イス取りゲームや相撲なども一緒
に楽しみました。
　お別れ会の最後には、年中・年少組の園児たちが、手作り
のメダルと写真入りのメッセージカードをプレゼント。年長
組の園児たちは嬉しそうに「ありがとう」とプレゼントを受
け取っていました。

小学校でも頑張って

プレゼントを受け取る年長組の園児たち
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行
政
相
談
は
、
国
道
・
国
税
・

登
記
な
ど
の
国
の
業
務
、
国
民
年

金
・
生
活
保
護
な
ど
に
つ
い
て
の

苦
情
や
意
見
を
受
け
ま
す
。

　

相
談
を
受
け
る
行
政
相
談
員
は

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
有
識

者
で
す
。
国
の
仕
事
な
ど
に
つ
い

て
、
困
っ
て
い
る
こ
と
や
、
要
望

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

■
開
設
日　

５
月
７
日（
月
）

■
開
設
時
間　

午
後
１
時
30
分
〜

午
後
３
時
30
分

■
場
所　

役
場
会
議
室

■
行
政
相
談
員　

後
藤
金
松
さ
ん

（
大
河
原
）

人
間
ド
ッ
ク
費
用
の

一
部
補
助
の
お
知
ら
せ

保
健
福
祉
課　

内
線
133

　

村
で
は
、
健
康
保
持
や
健
康
水

準
の
向
上
等
を
目
的
と
し
て
、
人

間
ド
ッ
ク
費
用
の
一
部
を
補
助
し

て
い
ま
す
。
受
診
前
に
必
ず
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
国
保
人
間
ド
ッ
ク　

次
の
条
件

を
す
べ
て
満
た
す
人　

①
昭
和
村

国
民
健
康
保
険
加
入
者　

②
国
保

税
の
未
納
が
な
い
世
帯　

③
35
歳

か
ら
74
歳
ま
で
の
人

■
後
期
高
齢
者
医
療
人
間
ド
ッ
ク

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
人　

①
群
馬
県
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

加
入
者　

②
本
村
に
住
民
登
録
が

あ
る
人　

③
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
の
未
納
が
な
い
人

■
補
助
額　

２
万
５
千
円（
２
万

５
千
円
未
満
の
場
合
は
支
払
額
）

■
対
象
医
療
機
関　

村
で
認
め
た

医
療
機
関

■
申
請
に
必
要
な
も
の　

①
保
険

証　

②
印
鑑　

③
医
療
機
関
の
領

収
書　

④
検
査
結
果　

⑤
振
込
口

座
番
号
が
わ
か
る
も
の（
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
は
除
く
）

※
昭
和
村
の
特
定
健
診
と
後
期
高

齢
者
健
診
を
受
診
さ
れ
た
人
は
、

人
間
ド
ッ
ク
の
補
助
金
は
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。
ま
た
補
助
金
は
年
度

内
１
回
限
り
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
保
健
福
祉
課
保
険

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

昭
和
の
日

記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

総
務
課　

内
線
112

　

村
で
は
４
月
29
日
の
「
昭
和
の

日
」
に
、
道
の
駅
「
あ
ぐ
り
ー
む

昭
和
」
と
公
民
館
の
二
つ
の
会
場

で
、
今
年
も
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
す
。

　

当
日
、
道
の
駅
に
は
、
ぐ
ん
ま

ち
ゃ
ん
や
チ
ン
ド
ン
屋
も
登
場
し

ま
す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
、
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

 

道
の
駅
「
あ
ぐ
り
ー
む
昭
和
」 

■
時
間　

午
前
10
時
〜

■
内
容　

生
越
太
鼓
の
演
奏
、
餅

つ
き（
５
回
）、
い
ち
ご
大
福
な
ど

の
無
料
配
布
、
野
菜
・
農
産
物
加

工
品
の
販
売
な
ど

 

公
民
館
（
多
目
的
ホ
ー
ル
） 

 

①
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

■
時
間　

午
後
１
時
〜

 

②
合
唱
祭 

■
時
間　

午
後
１
時
10
分
〜

■
出
演　

保
育
園
児
、
コ
ー
ラ

ス
・
ア
ン
ダ
ン
テ

 

③
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト 

５
月
７
日（
月
）に

行
政
相
談
所
を
開
設

総
務
課　

内
線
112

犬の登録と狂犬病予防注射のお知らせ
　犬の登録と狂犬病予防注射を右の表のとおり

行います。生後３か月以上の犬を飼っていて、

今年度に予防注射を未接種の場合には、必ず受

けさせてください。登録済の犬の場合、個々に

ハガキが送付されます。また、未登録の犬の場合、

会場で登録と注射を受けることができます。

■費用　登録済み　３,３００円、新規登録　

６,４００円

■注意事項　①釣り銭のいらないようにお金を

用意してください、②未登録・未注射・放し飼

い・捨て犬は違法です、③犬は制御できる人が

連れてきてください。

■問い合わせ　保健福祉課　健康係（内線132）

実施日 場　　所 時　　間

5／22（火）

永井住民センター 午前 9:00～ 9:30
入 原 公 民 館 午前 9:40～10:10
川額集落センター 午前10:20～11:00
地域活性化センター 午前11:10～11:50
三ツ谷住民センター 午後 1:10～ 1:40

5／23（水）

生越住民センター 午前 9:30～10:00
旧農協貝野瀬支所 午前10:10～10:50
東 小 学 校 前 午前11:00～11:40
保 健 セ ン タ ー 午後 1:10～ 1:40

5／25（金）

板 戸 集 出 荷 場 午前 9:30～10:00
赤 城 原 区 民 館 午前10:15～10:45
赤谷住民センター 午前11:00～11:30
追分住民センター 午後 1:00～ 1:30
大河原住民センター 午後 1:40～ 2:10
農 村 婦 人 の 家 午後 2:20～ 2:50
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クイズ
キャッ

チボー
ル

広
報 

文
芸

せ
せ
ら
ぎ
の
流
れ
ま
ぶ
し
く

水
温
む 

杉
木　

哲
二

流
れ
ゆ
く
音
は
立
て
ず
も
水

温
む 

須
藤　

澄
子

水
温
み
川
辺
の
柳
芽
を
覚
ま

す 

花
茂　

喜
右

水
温
む
鯉
放
さ
れ
し
寺
の
池

 

真
下　

章
子

雪
消
え
し
畑
黒
々
と
日
に
照
り

て
莢
豌
豆
が
土
除
け
覗
く

 

小
林　

文
吉

新
聞
を
配
る
媼
の
声
し
づ
か
バ

イ
ク
の
音
も
小
さ
く
去
れ
り

 

板
橋　

き
み
江

我
が
実
家
の
背
戸
を
流
る
る
沢

の
水
道
の
上
に
て
し
ば
し
見
下

ろ
す 

倉
沢　

美
代
子

朝
光
に
尾
長
の
集
い
賑
や
か
な

囀
り
一
瞬
独
り
身
癒
す

 

金
井　

粂
子

酒
の
座
に
大
声
あ
ぐ
る
蕎
麦
談

義
湯
宿
に
集
ふ
白
髪
男
女

 

堤　

み
ゑ

短
歌
会
終
へ
て
帰
り
し
夜
の
庭

に
雪
掻
き
し
た
る
若
き
日
も
あ

り 

諸
田　

義
幸

大
学
は
今
の
世
を
思
ひ
選
び
し

か
受
け
し
科
目
は
放
射
線
と
い

ふ 

堤　

あ
さ
江

春
め
い
て
朝
の
寒
さ
も
和
ら
ぎ

ぬ
つ
ら
き
起
床
も
失
せ
し
こ
の

頃 

林　

郁
男

水
温
み
泥
鰌
が
濁
す
休
耕
田

 

横
坂　

庄
三

柔
々
と
季
の
移
ろ
い
や
水
温

む 

梅
沢　

ま
つ

水
温
み
湖
沼
の
客
や
北
帰
行

 

小
林　

仁
作

お
だ
や
か
な
日
和
続
き
や
水

ぬ
る
む 

金
井　

粂
子

俳

句

短

歌

△

３月号のクイズの答えは、「ウインター」で
した。応募総数は３通。当選者は次のとおり
です（敬称略）。おめでとうございます。

★松　井　拓　馬（９歳）大　河　原
★飯　塚　千　尋（８歳）中　内　出

■もんだい
　いよいよ平成24年度がスタートしま

した。今月号では３月議会で承認され

た、平成24年度当初予算についてお知

らせしました。

　それでは問題です。平成24年度の一

般会計予算は「○○億５，６００万円」

でしょうか？

▲

村に住んでいる人・勤めている人ならどなたで
も応募できます。

▲

賞品＝正解者の中から抽選で
村商工会商品券500円分を差し上げます。

▲

締め
切り＝５月１日（火）。

▲

発表＝「広報しょうわ」
５月号。

▲

答えは必ずハガキに書き、下記要領で
応募してください。

応募規定

こたえ
住所(行政区も)
氏名・年齢
TEL
投稿欄…広報でと
りあげてほしいこと
や気がついたことな
ど書いてください。

37 9 1 2 9 8切
手 昭

和
村
大
字
糸
井
三
八
八

昭
和
村
役
場

企
画
課

広
報
統
計
係

■
時
間　

午
後
２
時
〜

■
出
演　

高
橋
奈
保
子
さ
ん

高橋奈保子さん 

④
「
や
さ
い
王
国
昭
和
村
」
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式 

■
時
間　

午
後
３
時
10
分
〜

群
馬
県
浄
化
槽

エ
コ
補
助
金
事
業
に
つ
い
て

建
設
課　

内
線
162
・
163

　

県
は
、
23
・
24
年
度
に
限
り
、

「
浄
化
槽
エ
コ
補
助
金
事
業
」
を

実
施
し
、
汚
水
処
理
の
普
及
促
進

を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
合
併
浄
化
槽
接
続
者

に
戸
あ
た
り
10
万
円
の
補
助
金
を

交
付
す
る
も
の
で
す
。

　

対
象
は
現
在
、
し
尿
処
理
を
く

み
取
り
、
ま
た
は
単
独
浄
化
槽
で

処
理
し
て
い
る
方
で
、
村
の
浄
化

槽
事
業
に
よ
り
、
合
併
浄
化
槽
を

設
置
し
た
場
合
に
対
象
と
な
り
ま

す
。

　

な
お
、
対
象
の
方
は
合
併
浄
化

槽
の
設
置
後
に
く
み
取
り
槽
、
ま

た
は
単
独
浄
化
槽
の
廃
棄
や
転
用

を
行
い
、
そ
の
事
を
証
す
る
書
面

も
提
出
い
た
だ
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
建
設
課
上
下
水
道

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

補
助
金
事
業
に
つ
い
て

建
設
課　

内
線
161

　

個
人
住
宅
で
行
う
修
繕
・
改

築
・
増
築
等
の
工
事
費
用
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

　

補
助
対
象
者
は
、
①
昭
和
村
に

住
民
登
録
が
あ
り
、
対
象
住
宅
を

所
有
し
て
い
る
こ
と
。
②
全
世
帯

員
に
村
税
等
の
延
滞
が
な
い
こ
と
。

③
村
の
他
の
助
成
制
度
等
を
受
け

な
い
こ
と
。が
条
件
と
な
り
ま
す
。

　

対
象
工
事
は
村
内
業
者（
個

人
・
法
人
）が
行
う
20
万
円
以
上

（
税
別
）の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
で
、

補
助
率
５
％
、
補
助
限
度
額
は
10

万
円
と
な
り
ま
す
。

　

補
助
金
交
付
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
着
手
前
に

補
助
金
交
付
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
必
要
書
類
を
添

え
て
役
場
建
設
課
ま
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
役
場
建
設
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



おまわりさんからのお知らせおまわりさんからのお知らせ
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広く村民の皆さんに呼びかけたいことがあり

ましたら、このページをご利用ください。

information

不
正
大
麻
・
け
し
の

 

撲
滅
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

◆
県
薬
物
乱
用
対
策
推
進
本
部

　

不
正
大
麻
・
け
し
撲
滅
運
動
が

５
月
１
日
か
ら
７
月
31
日
ま
で
実

施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
大
麻
や
け
し
の

害
悪
を
皆
さ
ま
に
よ
く
認
識
し
て

い
た
だ
き
、
不
正
栽
培
や
野
生
の

大
麻
及
び
け
し
を
撲
滅
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

　

大
麻
と
は
、
か
つ
て
日
本
で
も

繊
維
を
と
る
目
的
で
広
く
栽
培
さ

れ
て
い
た
麻
の
こ
と
で
す
。
こ
の

大
麻
に
は
、
精
神
障
害
を
起
こ
す

成
分
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
に
栽

培
が
規
制
さ
れ
て
い
ま
す
。一
方
、

け
し
に
は
「
ひ
な
げ
し
」
や
「
お

に
げ
し
」
の
よ
う
に
、
植
え
て
よ

い
種
類
も
あ
り
ま
す
が
、
麻
薬
の

原
料
と
な
る
成
分
が
含
ま
れ
て
い

▼
お
知
ら
せ

る
た
め
に
、
栽
培
が
禁
止
さ
れ
て

い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

不
正
に
栽
培
さ
れ
て
い
る
大
麻

や
疑
わ
し
い
け
し
を
発
見
し
た
と

き
は
、
保
健
福
祉
事
務
所
か
警
察

署
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

群
馬
県
域
向
け

 

テ
レ
ビ
放
送
を
開
始

◆
Ｎ
Ｈ
Ｋ
前
橋
放
送
局

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
前
橋
放
送
局
で
は
、
４

月
２
日
よ
り
群
馬
県
域
向
け
テ
レ

ビ
放
送
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
放
送
内
容
は
平
日
の
夕

方
を
中
心
に
、
県
内
の
ニ
ュ
ー
ス

や
生
活
情
報
を
お
届
け
す
る
と
と

も
に
、
災
害
時
は
県
民
の
安
全
を

守
る
た
め
に
き
め
細
か
い
災
害
報

道
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
選
挙
報
道
、
高
校

野
球
な
ど
県
民
の
皆
さ
ま
の
関
心

の
高
い
事
柄
に
つ
い
て
も
放
送
さ

せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

▼
番
組
名　

ほ
っ
と
ぐ
ん
ま
640

▼
放
送
日
時　

月
曜
〜
金
曜　

午

後
６
時
40
分
〜
６
時
59
分

自
動
車
税
は
５
月
31
日（
木
）

 

ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

◆
利
根
沼
田
県
税
事
務
所

　

自
動
車
税
は
、
道
路
の
整
備
だ

け
で
な
く
、
医
療
、
福
祉
、
教
育

の
充
実
な
ど
、
安
心
・
安
全
な
暮

ら
し
を
確
保
す
る
た
め
の
財
源
と

し
て
大
切
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

役
場
出
納
室
の
ほ
か
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
県
内
金
融
機

関
、
郵
便
局
、
県
税
事
務
所
、
自

動
車
税
事
務
所
、「
Ｐ
ａ
ｙ

－

ｅ
ａ

ｓ
ｙ
（
ペ
イ
ジ
ー
）」
対
応
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
、
モ
バ

イ
ル
バ
ン
キ
ン
グ
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
も

納
付
で
き
ま
す
。

　

自
動
車
税
は
役
場
出
納
室
で
納

付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
役
場
で
の
納
付
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

利
根
沼
田
県
税

事
務
所　

☎
０
２
７
８

－

２
２

－
４
３
３
６
ま
た
は
、
群
馬
県
自
動

車
税
事
務
所　

☎
０
２
７

－

２
６

３

－

４
３
４
３

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

固
定
価
格
買
取
制
度
に
つ
い
て

◆
経
済
産
業
省

　

平
成
24
年
７
月
か
ら
「
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価
格
買
取

制
度
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
本

制
度
は
、
太
陽
光
の
余
剰
電
力
に

限
定
し
て
い
る
現
行
制
度
を
他
の

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
も
拡
げ
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
電
気
を

高
く
買
い
取
る
こ
と
に
よ
り
更
な

る
普
及
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w.enecho.m

eti.go.jp/
saiene/

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

経
済
産
業
省
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
室　

☎

◎春の全国交通安全運動の実施について◎ ◎４月15日（日）は「自転車マナーアップデー」◎
■実施期間　４月６日（金）～４月15日（日）の10日間
■スローガン　「事故のない　群馬はあなたの　注意から」
　サブスローガン　「 自転車に　乗るならルールと　思いやり」
■運動重点 （１） 子どもと高齢者の交通事故防止（運動

の基本）
 （２） 自転車の安全利用の推進
 （３） 全ての座席のシートベルトとチャイ

ルドシートの正しい着用の徹底
 （４） 飲酒運転の根絶
 （５） 交差点事故・追突事故の防止（群馬県

地域重点）

　新学期になり、新しく自転車を乗り始める子もたくさ

んいると思います。

　自転車は、子どもからお年寄りの方までが利用出来る

手軽で便利な乗り物ですが、乗り方を間違えると相手を

傷つける凶器にもなります。

　主な交通ルール違反は、

　 ○道路を並んで走ること　○無灯火運転　○二人乗り

運転　○傘差し運転　○携帯電話使用運転　など

です。交通ルールやマナーを守り自転車の安全運手に心

がけてください。
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学
生
納
付
特
例
申
請
に
つ
い
て

　

平
成
23
年
度
に
お
い
て
学
生
納

付
特
例
制
度
に
よ
り
、
保
険
料
納

付
を
猶
予
さ
れ
て
い
る
方
で
、
平

成
24
年
度
も
引
き
続
き
在
学
予
定

の
方
へ
、
基
礎
年
金
番
号
等
が
印

字
さ
れ
た
ハ
ガ
キ
形
式
の
学
生
納

付
特
例
申
請
書
が
３
月
末
に
送
付

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
と
同
じ
学
校
等
に

在
学
さ
れ
る
方
は
、
こ
の
ハ
ガ
キ

に
必
要
事
項
を
記
入
し
返
送
す
る

と
、
平
成
24
年
度
も
学
生
納
付
特

例
の
申
請
が
で
き
ま
す
。
こ
の
場

合
は
、
在
学
証
明
書
の
写
し
等
の

添
付
は
不
要
で
す
。

　

ま
た
、
平
成
24
年
度
は
学
生
納

付
特
例
制
度
を
利
用
せ
ず
、
保
険

料
の
納
付
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は

納
付
書
を
送
付
い
た
し
ま
す
の
で
、

お
手
数
で
す
が
お
近
く
の
年
金
事

務
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
は
じ
め
て
学
生
納
付
特

例
の
申
請
を
す
る
方
と
前
述
の
ハ

ガ
キ
が
届
か
な
い
方
は
、
従
来
ど

お
り
在
学
証
明
書
の
写
し
等
の
添

付
が
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
渋
川
年
金
事
務
所

☎
０
２
７
９

－

２
２

－

１
６
０
７

ま
で
。

０
３

－

３
５
０
１

－

２
３
４
２

平
成
24
年
度
酒
類
販
売

 
管
理
協
力
員
を
募
集

◆
前
橋
税
務
署

　

酒
類
小
売
販
売
場（
ス
ー
パ
ー
、

小
売
酒
販
店
な
ど
）で
買
い
物
等

を
す
る
機
会
を
利
用
し
て
、
未
成

年
者
飲
酒
防
止
に
関
す
る
表
示
や

店
頭
価
格
の
状
況
を
確
認
し
、
税

務
署
に
連
絡
し
て
い
た
だ
く
「
酒

類
販
売
管
理
協
力
員
」
を
募
集
し

ま
す
。

　

詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（h
ttp
://w

w
w
.n
ta
.g
o
.jp
/

）

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
前
橋
税
務

署
酒
類
指
導
官
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

前
橋
税
務
署　

酒
類
指
導
官　

☎
０
２
７

－

２
２

４

－

４
４
９
８

特設人権相談所
　家庭内や隣近所のもめごとなど

でお悩みの人は、ご相談ください。

村人権擁護委員が相談に応じます。

◆日時：５月７日（月）、午後１時

30分～４時、◆会場：役場会議室

こころの相談
　「眠れない」、「イライラして落ち

着かない」など、心に悩みを持つ

人はご相談ください。専門家が相

談に応じます。◆日時：５月２日

（水）、午後１時30分～（事前に電

話予約を）、◆会場：沼田保健福

祉事務所☎２３－２１８５

女性相談センター
　パートナーからの暴力やさまざ

まな悩みを持っている女性の相談

や支援を行います。◆日時：平日

午前９時～午後８時、土日祝日午

後１時～５時、◆相談専用電話：

☎０２７－２６１－４４６６

今・月・の・納・期
　国民健康保険税１期、介護保険
料１期、後期高齢者医療保険料１期、
保育料４月分、学校給食費４月分は、
５月１日（火）が納期です。納期内
納付にご協力ください。

わが村の人口

人　口 7,589人 （－11）
　男 3,757人 （－ ５）
　女 3,832人 （－ ６）
世帯数 2,315世帯 （＋ ４）

※（　）内は前月比
４月１日現在（住民基本台帳人口）

村の面積 64.17 平方キロメートル

そうだんがいど

窓
口
窓
口で

す

FM  OZE行政情報番組
とれたて情報昭和村
放送日：毎週土・日
　　　　午前９時50分～10時

タイトルコール： 新中学一年生
　４月は「昭和の日」記念イベン
トの情報をお伝えします。

▼
募　

集

３
月
届
出
分

う
ぶ
ご
ええええ

□
お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

大
河
原

関せ
き　

沙さ

里り

亜あ

ち
ゃ
ん

正　

博

ゆ
り
子

さ
ん
の
子
２
月
29
日
生

田　

岸

奈な

良ら　

瑛え
い

駿し
ゅ
んく
ん

　

浩
知　

恵

さ
ん
の
子
３
月
７
日
生

中
内
出

山や
ま

後ご　

琥ご

大だ
い

く
ん

翔　

一

裕　

子

さ
ん
の
子
３
月
８
日
生

常　

木

加か

藤と
う　

華か

莉り

音ね

ち
ゃ
ん

大　

輔

友　

美

さ
ん
の
子
３
月
11
日
生

伏　

田

竹た
け

之の

内う
ち　

思こ
と

望み

ち
ゃ
ん

智　

史

裕　

子

さ
ん
の
子
３
月
14
日
生

滝
久
保

林は
や
し

　

伊い

織お
り

く
ん

康　

明

美　

和

さ
ん
の
子
３
月
23
日
生

中
内
出

金か
ね

子こ　

輝て
る

く
ん

　

貴
美　

智

さ
ん
の
子
３
月
24
日
生

お
く
や
みみみみ

■
ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

南
内
出

石
井　

申
二
さ
ん

79
歳　

３
月
４
日
没

吹　

張

加
藤　

俊
夫
さ
ん

70
歳　

３
月
４
日
没

鎌　

沢

保
坂　

し
ん
さ
ん

99
歳　

３
月
７
日
没

常　

木

竹
吉　

あ
や
子
さ
ん

63
歳　

３
月
９
日
没

中　

組

原
澤　

ツ
ル
さ
ん

77
歳　

３
月
９
日
没

生　

越

林　

ひ
さ
江
さ
ん

88
歳　

３
月
10
日
没

田　

岸

大
河
原　

日
出
二
郎
さ
ん

76
歳　

３
月
13
日
没

中
野
下

鈴
木　

キ
イ
さ
ん

80
歳　

３
月
14
日
没

赤
城
原

第　

一

武
井　

恵
子
さ
ん

53
歳　

３
月
16
日
没

松
ノ
木

平
第
二

小
島　

彊
さ
ん

93
歳　

３
月
19
日
没

赤
城
原

第　

一

山
﨑　

光
雄
さ
ん

92
歳　

３
月
21
日
没

入　

沢

飯
塚　

明

さ
ん

100
歳　

３
月
25
日
没

※掲載を希望されない方は、届出の際に申し出てください。
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